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述べた仮説のような状況で一応満足されるのであるか

ら，できるだけ表現は簡単に割り切らなければならな

い．航空予報担当の予報官としてはこの点を充分承知の

うえジェット機航運に満足されるならば，精度を落とし

ても，使い易い資料にすることが必要である．

　次にこのVertical　Wind　Shear図を予報図にする必

要がある．これは現状では外そう法以外におこなわれて

いないが，このような予報図の作成こそ，数値予報の適

応が効果的におこなわれるものと思われる．現用の外そ

う法の要点は，前述のようにシャーパタンはジェットパ

ターソと関係が深いから，ジェヅトパターソによってシ

ャーパターンが決まるといってさしつかえない．したが

って300mb及び200mb天気図の予報図の作成が基礎

作業となる．300mb及び200mbの予報図によってジ

ェット軸が予想され決定され・ば，その上にシャーパタ

ーγをのせることによっても大きな間違いはでてこな

い．予報図の作成については別の機会にさらにふれてみ

たい．
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